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故
正
岡
子
規
先
生
の
『
仰
臥
漫
録
』
は
、
私
の
精
神
生
活
に
は
な
く
て
か
な

わ
ぬ
書
物
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

『
仰
臥
漫
録
』
の
日
々
の
筆
録
が
明
治
三
十
四
年
九
月
に
入
っ
て
、
「
病
人
の

息
た
え
だ
え
に
秋
の
蚊
帳
」
と
か
「
病
室
に
蚊
帳
の
寒
さ
や
蚊
の
名
残
」
と
か
、

「
糸
瓜





さ
へ
仏
に
な
る
ぞ
後



る
る
な
」
な
ど
い
う
あ
わ
れ
な
句
が
書
い
て
あ
る

よ
う
に
な
っ
て
、
そ
の
廿
三
日
の
く
だ
り
に
、

　
　
九
月
廿
三
日
。
晴
。
寒
暖
計
八
十
二
度
（
午
后
三
時
）
　
未
明
ニ
家
人
ヲ

　
　
起
シ
テ
便
通
ア
リ
。
朝
。
ヌ
ク
飯
三
ワ
ン
。
佃
煮
。
ナ
ラ
漬
。
胡
桃





飴
煮
。

　
　
便
通
及
繃
帯
ト
リ
カ
ヘ
。
腹
猶



張
ル
心
持
ア
リ
。
牛
乳
五
合
コ
コ
ア
入
。

　
　
小
菓
数
個
。
午
。
堅
魚





ノ
サ
シ
ミ
。
ミ
ソ
汁
実
ハ
玉
葱






ト
芋
。
粥
三
ワ
ン
。

　
　
ナ
ラ
漬
。
佃
煮
。
梨
一
ツ
。
葡
萄
四
房
。
間
食
。
牛
乳
五
合
コ
コ
ア
入
。

　
　
コ
コ
ア
湯
。
菓
子
パ
ン
小
十
数
個
。
塩
セ
ン
ベ
イ
一
、
二
枚
。
夕
。
焼
鰮





　
　
四
尾
。
粥
三
ワ
ン
。
フ
ヂ
豆
。
佃
煮
。
ナ
ラ
漬
。
飴
二
切
。
巴

里

浅
井
氏

　
　
ヨ
リ
上
ノ
如
キ
手
紙
来
ル
。

　
こ
う
書
い
て
あ
っ
て
、
そ
の
う
え
の
方
に
ワ
ッ
ト
マ
ン
紙
の
水
彩
絵
ハ
ガ
キ

が
張
り
つ
け
て
あ
る
。
川
の
水
が
緩
く
流
れ
て
い
て
、
黒
い
色
の
目
金
橋







が
架

か
っ
て
い
る
。
そ
の
橋
が
水
に
映
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
向
う
に
翠





の
濃
い
山
が
見
え
て
、
左
手
に
は
何
か
ポ
プ
ラ
ア
の
よ
う
な
木
が
五
、
六
本
か

い
て
あ
る
。
そ
の
余
白
に
「
ほ
と
と
ぎ
す
著
。
昨
日
虚
子
君
の
消
息
を
読
み
泣

き
ま
し
た
。
こ
の
画
は
グ
レ
ー
と
い
ふ
田
舎
の
景
色
な
り
御
病
床
の
御
慰
み
ま

で
差
上
候
。
木
魚
生
」
と
あ
り
、
そ
れ
か
ら
「
只
今
は
帰
り
が
け
に
巴
里
に
よ

り
て
遊
居
候
そ
の
内
に
帰
朝
致
久

振







に
て
御
伺
申
す
べ
く
存
候
御
左
右
そ
の

後
い
か
が
被
為





入
候
哉

。
三
十
四
年
八
月
十
八
呉



秀
三
」
と
あ
り
、
そ
の
他
に

和
田
英
作
満
谷
国
四
郎











氏
も
通
信
し
て
い
る
。
正
岡
先
生
は
こ
の
絵
ハ
ガ
キ
を

『
仰
臥
漫
録
』
と
簽



し
た
帳
面
に
張
り
つ
け
て
朝
な
夕
な
に
な
が
め
て
お
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
私
は
計
ら
ず
も
故
正
岡
先
生
と
呉
先
生
と
の
精
神
上
芸
術
上

の
こ
の
交
渉
を
見
出



し
て
、
不
思
議
な
因
縁
の
つ
ら
な
り
に
感
動
し
た
の
で
あ

っ
た
こ
と
を
今
想
起
す
る
。

　
呉
先
生
の
欧
洲
留
学
に
出
掛
け
ら
れ
た
と
き
の
諸
名
家
の
送
別
の
詩
歌
帖








を

私
は
一
度
先
生
の
御
宅
で
拝
見
し
た
。
そ
れ
は
長
風
万
里
と
題
し
た
帖
で
あ
っ

て
、
そ
の
中
に
正
岡
先
生
の
自
筆
俳
句
が
あ
る
。
「
瓜



茄
子





命
が
あ
ら
ば
三
年

目
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
正
岡
先
生
は
こ
の
時
既
に
病
の
篤



い
の
を
知
っ
て
お

ら
れ
た
。
三
年
の
後
呉
先
生
の
帰
朝
さ
れ
て
再
た
び
面
会
さ
れ
た
時
、
相
互
の

そ
の
喜
び
そ
の
憂
い
誠
に
如
何





で
あ
っ
た
ろ
う
か
想
像
に
余
り
あ
る
こ
と
で
あ

る
。

　
私
が
い
ま
だ
少
年
で
神
田
淡
路
町
の
東
京
府
開
成
中
学
校
に
通
っ
て
い
る
こ

ろ
で
あ
る
。
多
分
そ
の
学
校
の
四
級
生
〈
今
の
二
年
生
〉
ぐ
ら
い
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
か
。
学
校
の
課
程
が
済
む
と
、
小
川
町
ど
お
り
か
ら
、
神
保
町
ど
お
り
を

経
て
、
九
段
近
く
ま
で
の
古
本
屋
を
の
ぞ
く
の
が
楽
し
み
で
、
日
の
暮
れ
が
た

に
浅
草
三
筋
町







の
家
に
帰
る
の
で
あ
っ
た
。
あ
る
日
小
川
町
通
の
古
本
屋
で

『
精
神
啓
微
』
と
題
簽






し
た
書
物
を
買
っ
て
、
め
ず
ら
し
そ
う
に
ひ
ろ
い
読
み

し
た
こ
と
を
今
想
起
す
る
。
そ
の
古
本
屋
は
今
は
西
洋
鞄
鋪





（
旅
行
用
鞄
製
造

販
売
）
に
な
り
、
そ
の
隣
は
薬
湯
（
人
参
実
母
散
薬
湯
稲
川
楼
）
に
な
っ
て
い

る
。
『
精
神
啓
微
』
は
呉
先
生
が
い
ま
だ
大
学
生
で
あ
っ
た
こ
ろ
に
書
か
れ
た

も
の
で
、
初
版
は
明
治
二
十
二
年
九
月
廿
日
の
刊
行
で
あ
る
。
そ
の
後
私
が
第

一
高
等
学
校
の
学
生
に
な
っ
た
時
、
本
郷
の
あ
る
書
鋪
で
、
『
精
神
啓
微
』
の

第
二
版
を
求
め
得
た
。
第
二
版
は
明
治
二
十
三
年
十
月
十
日
の
刊
行
で
、
表
紙

の
字
が
初
版
よ
り
も
少
し
細
く
な
っ
て
お
り
、
巻
末
に
世
評
一
般
が
の
せ
て
あ

っ
て
、
そ
の
中
に
は
『
国
民
の
友
』
記
者
の
評
に
対
す
る
森
林
太
郎
先
生
の
弁



3



駁


文
な
ど
も
あ
る
。

『
精
神
啓
微
』
は
脳
髄
生
理
か
ら
出
発
し
て
形
而
上
学
の
諸
問
題
に
触
れ
精
神

の
本
態
に
言
及
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
「
万
象
ヲ
鑒
識






ス
ル
ノ
興
奮
ハ
視
官

ニ
於
テ
最
盛
ナ
リ
。
光
線
ノ
発
射
ト
色
沢
ノ
映
昭
ト
ハ
吾
人





ノ
終
身
求
メ
テ
已

マ
ザ
ル
所
ナ
リ
。
耳
モ
亦



之


ニ
同
ク
、
響
ト
音
ト
ハ
其
常
ニ
欲
ス
ル
所
タ
リ
。

光
ヲ
シ
テ
絶
無
ナ
ラ
シ
メ
バ
聴
覚
ノ
困
弊
果
シ
テ
如
何





。
天
地
皆
暗
ク
満
目
冥



冥


タ
ラ
バ
眼
ナ
キ
ト
別
ツ
ベ
キ
ナ
ク
、
万
物
尽





静

ニ
シ
テ
千
里
蕭

条








タ
ラ
バ

耳
ナ
キ
ト
別
ツ
ベ
キ
ナ
シ
。
何
ヲ
以
テ
吾
人
ノ
心
情
ヲ
慰
ス
ル
ニ
足
ラ
ン
ヤ
」

と
い
う
ご
と
き
荘
厳
簡
浄
の
文
体
か
ら
な
っ
て
い
る
の
で
、
い
ま
だ
少
年
で
あ

っ
た
私
が
い
た
く
感
動
し
て
、
著
者
で
あ
る
呉
先
生
の
名
を
今
で
も
よ
く
お
ぼ

え
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
自
然
的
な
心
の
過
程
で
あ
っ
た
よ
う
な
気
が
し
て

な
ら
な
い
。

『
精
神
啓
微
』
の
初
版
を
買
っ
て
か
ら
幾
年
ぐ
ら
い
経
っ
て
か
ら
で
あ
っ
た
ろ

う
か
。
私
は
冨
山
房
発
行
の
『
人
身
生
理
学
』
〈
明
治
二
十
六
年
九
月
十
日
初

版
発
行
〉
を
買
っ
た
。
当
時
私
が
良
教
科
書
と
し
て
尊
敬
し
て
お
っ
た
所
の
五

島
清
太
郎
氏
著
『
中
等
動
物
学
教
科
書
』
白
井
光
太
郎
氏
著
『
中
等
植
物
学
教

科
書
』
山
県






正
雄
氏
著
『
中
等
生
理
学
教
科
書
』
〈
以
上
三
書
共
に
金
港
堂
発

行
〉
な
ど
以
外
に
、
『
人
身
生
理
学
』
を
求
め
得
て
ひ
ど
く
喜
ん
だ
こ
と
を
想

起
す
る
。
『
人
身
生
理
学
』
は
中
学
校
程
度
の
教
科
書
と
し
て
は
甚





だ
く
わ
し

い
も
の
で
、
そ
の
こ
ろ
知
識
欲
の
熾





で
あ
っ
た
私
の
心
を
刺
戟





し
た
の
み
で
な

く
、
そ
の
文
章
は
た
と
え
ば
、
「
作
業
ノ
健
康
ニ
ヨ
キ
ハ
其
休
止
ト
適
当
ニ
交

代
ス
ル
ニ
ア
リ
。
精
励
勉
強
ノ
ミ
ア
リ
テ
逸
予
休

竭







ナ
ケ
レ
バ
精
神
身
体
共

ニ
頽
廃






ス
ベ
シ
」
。
あ
る
い
は
、
「
人
既
ニ
生
ル
レ
バ
皆
各
其
体
質
ア
リ
。
筋

骨
強
堅
ニ
シ
テ
肩
広
ク
胸

瞠







大
ニ
毛
髪
叢
生






シ
、
膚
色
潤
沢
ニ
歯
整
ヒ
且



強

ク
、
臓
腑
善

ク
発
達
ス
ル
モ
ノ
之



ヲ
強
壮
ノ
体
質
ト
シ
、
之
ニ
反
ス
ル
ヲ
羸






弱

ノ
体
質
ト
ス
」
な
ど
と
い
う
が
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ま
だ
見
ぬ
著
者

呉
先
生
を
欽
慕





す
る
念
の
募
り
い
た
る
こ
と
は
推
す
る
に
決
し
て
難
く
は
な
い
。

　
あ
る
時
ま
た
私
は
、
『
人
体
ノ
形
質
生
理
及
ビ
将
護
』
と
い
う
合
本
講
義
録

を
買
い
得
た
。
ど
こ
の
講
習
会
で
講
ぜ
ら
れ
た
も
の
か
。
明
治
何
年
ご
ろ
に
講

ぜ
ら
れ
た
も
の
か
。
も
は
や
今
の
私
に
は
分
か
ら
な
い
が
、
は
じ
め
の
方
で
男

子
の
形
態
を
記
載
し
た
条





に
、
「
稜

々








ト
シ
テ
鋭
シ
」
の
句
が
あ
り
、
脳
髄

を
説
か
れ
た
条
に
、
「
大
脳
ハ
精
神
ノ
物
質
的
代
標
タ
リ
」
と
あ
る
の
を
、
私

は
忘
れ
ず
に
い
た
。
今
春
呉
先
生
を
祝
い
ま
つ
る
会
に
参
列
す
る
た
め
に
、
私

は
東
京
に
帰
っ
て
来
て
、
中
学
校
時
代
の
い
ろ
い
ろ
の
書
物
を
さ
が
し
た
が
、

大
方
は
売
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
の
に
、
不
思
議
に
も
こ
の
講
義
録
は
行
李





の
隅

の
方
か
ら
出
て
来
た
。
そ
こ
で
し
ら
べ
て
み
る
と
、
「
女
子
ニ
ハ
皮
膚
下
ノ
脂

肪
富
贍





ナ
ル
ガ
為
ニ
形
態
豊
満
ニ
シ
テ
、
男
子
ニ
ハ
筋
肉
腱
骨
ノ
強
大
ニ
シ
テ

挺
起





ス
ル
ガ
為
ニ
其
形
態
稜



ト

シ

テ

鋭

シ

」
と
い
う
文
章
で
あ
っ
た
。
い
ま

だ
少
年
で
あ
っ
た
頃
の
私
が
紅



鉛
筆
で
標





を
打
っ
て
あ
る
文
章
の
一
つ
に
、

「
精
神
的
養
生
ト
云
ヘ
ル
モ
亦



然


リ
。
整
然
タ
ル
休
養
ヲ
ナ
シ
ツ
ツ
絶
エ
ズ
習

練
ス
ル
コ
ト
最
モ
須
要






ナ
リ
。
知
覚
ノ
能
ハ
実
歴
親
験
ノ
重
ナ
ル
ニ
随





ヒ
テ
長

ジ
、
記
憶
ノ
能
ハ
同
一
ノ
観
像
ヲ
屡




反

復
ス
ル
ニ
ヨ
リ
テ
長
ジ
、
弁
別
ノ
能
ハ

原
因
結
果
ノ
比
較
ヲ
屡
ス
ル
ニ
ヨ
リ
テ
長
ズ
。
他
ノ
高
等
精
神
作
用
亦
皆
習
練

ニ
ヨ
リ
テ
育
成
セ
ラ
ル
ル
コ
ト
此



ニ
同
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
此



の
如
く
呉
先
生
の
著
書
の
幾
通
が
偶
然
か
否
か
私
の
手
に
入
っ
た
た
め
か
、
そ

の
頃
ま
だ
少
年
で
あ
っ
た
私
が
未
見
の
呉
先
生
に
対
す
る
一
種
の
敬
慕
の
心
は

後
年
私
が
和
歌
を
作
る
よ
う
に
な
っ
て
、
正
岡
子
規
先
生
の
著
書
を
何
く
れ
と

な
く
集
め
出
し
た
頃
の
敬
慕
の
心
と
似
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。
私
の
中
学

校
の
同
窓
に
橋
健
行
君
が
い
て
、
橋
君
が
私
よ
り
も
二
年
は
や
く
呉
先
生
の
門

に
入
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
私
に
取
り
て
は
極
め
て
意
味
の
深
い
こ
と
で
あ
る
。
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明
治
三
十
五
年
の
秋
頃
か
、
明
治
三
十
六
年
の
春
の
こ
ろ
か
に
、
第
一
高
等

学
校
の
前
庭
で
故
第
一
高
等
学
校
教
師
プ
ッ
チ
ー
ル
氏Fritz

Putzier

（1851-

1901

）
の
胸
像
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
時
第
三
部
一
年
生
で
あ
っ
た
私
が

お
お
ぜ
い
の
生
徒
ら
の
後
ろ
の
方
に
立
っ
て
、
式
の
行
わ
れ
る
の
を
見
て
い
た
。

独
逸





公
使
伯
爵
ワ
ル
ラ
イ
氏V

on
A

rco
V

alley

〈
明
治
三
十
四
年
か
ら
明
治

三
十
九
年
ま
で
独
逸
公
使
で
あ
っ
た
〉
の
演
説
が
あ
り
、
当
時
の
第
一
高
等
学

校
独
逸
語
教
師
メ
ン
ゲ
氏M

enge

の
演
説
が
あ
り
、
第
三
部
三
年
生
か
ら
は

片
山
久
寿
頼
氏
、
二
年
生
か
ら
は
関
口
蕃
樹
氏
な
ど
が
、
生
徒
代
表
者
と
し
て

出
て
、
何
か
言
っ
た
の
で
あ
っ
た
が
、
独
逸
公
使
の
次
に
額
ひ
ろ
く
、
眼
光
鋭

く
、
鬚



が
豊
か
で
、
後
年
写
真
版
で
見
た
ニ
イ
チ
ェ
の
鬚
の
よ
う
な
鬚
を
も
っ

た
ひ
と
り
の
学
者
が
、
プ
ッ
チ
ー
ル
氏
か
ら
教
を
受
け
た
人
々
の
総
代
と
し
て

独
逸
語
で
演
説
さ
れ
た
。
私
の
そ
ば
に
い
た
三
年
生
の
ひ
と
り
が
、
「
あ
れ
は

呉
博
士
で
あ
る
」
と
お
し
え
て
く
れ
た
。
『
精
神
啓
微
』
『
人
身
生
理
学
』

『
人
体
ノ
形
質
生
理
及
ビ
将
護
』
な
ど
の
著
者
を
私
は
そ
の
時
は
じ
め
て
目

の

あ
た
り
見
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
私
は
目
を
※



っ
て
ふ
か
い
な
つ
か
し
い
一

種
の
感
動
を
も
っ
て
瞬
時
も
免



す
ま
い
と
し
て
そ
の
人
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。

　
明
治
三
十
九
年
七
月
は
じ
め
か
ら
法
医
学
教
室
の
講
堂
で
先
生
の
心
理
学
講

義
が
あ
っ
て
、
七
月
十
一
日
に
終
了
し
た
。
そ
の
時
私
は
は
じ
め
て
先
生
の
講

義
を
聴
い
た
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
先
生
の
助
手
と
し
て
森
田
正
馬
さ
ん
な
ど
が
、

そ
の
席
に
い
て
、
私
は
西
洋
語
の
綴

方







を
訊
ね
た
り
し
た
。
私
は
も
う
医
科

大
学
の
二
年
生
に
な
ろ
う
と
し
て
お
り
、
父
上
が
独
逸
か
ら
帰
っ
て
精
神
病
医

と
し
て
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
私
が
先
生
の
門
に
入
る
機
縁
は
そ
の
あ
た

り
か
ら
形
成
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
学
生
と
し
て
先
生
の
講
筵






に
出
席

し
て
い
る
間
に
『
精
神
病
学
集
要
』
・
『
精
神
病
学
要
略
』
・
『
精
神
病
鑑
定

例
』
・
『
精
神
病
検
診
録
』
・
『
精
神
病
診
察
法
』
等
の
書
物
を
知
り
、
傍
ら

『
柵




草

紙
』
の
文
章
や
医
学
雑
誌
（
『
中
外
医
事
新
報
』
）
に
連
載
さ
れ
た
徳

川
時
代
の
医
学
と
い
う
論
文
な
ど
を
読
ん
で
見
た
り
し
た
。

　
明
治
四
十
三
年
十
二
月
の
す
え
に
卒
業
試
問
が
済
む
と
、
直
ぐ
小
石
川
駕

籠

町


の
東
京
府
巣
鴨
病
院
に
行
き
、
橋
健
行
君
に
導
か
れ
て
先
生
に
御
目
に
か
か

っ
た
。
そ
の
時
三
宅
先
生
や
そ
の
他
の
先
輩
に
も
紹
介
し
て
も
ら
っ
た
。
明
治

四
十
四
年
一
月
か
ら
、
い
よ
い
よ
先
生
の
門
に
入
り
専
門
の
学
問
を
修
め
る
こ

と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
先
生
の
回
診
は
病
室
の
畳
の
う
え
に
据
わ
ら
れ
て
、

く
ど
く
ど
と
話
す
精
神
病
者
の
話
を
一
時
間
に
て
も
二
時
間
に
て
も
聴
い
て
お

ら
れ
た
。
そ
れ
が
い
か
に
も
楽
し
そ
う
で
、
ち
っ
と
も
不
自
然
な
と
こ
ろ
が
な

い
。
私
は
先
輩
の
医
員
の
後
ろ
の
方
か
ら
、
先
生
の
如

是








態
度
を
覗
見






な
が

ら
、
先
生
の
「
問
診
」
が
す
な
わ
ち
既
に
「
道
」
を
楽
し
む
の
域
に
達
し
て
い

る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
な
ど
と
思
っ
た
こ
と
を
今
想
起
す
る
。
私
は
先
生
の
教

室
に
入
れ
て
い
た
だ
い
て
か
ら
、
既
に
十
年
を
経
過
し
た
。
先
生
莅
職






廿
五
年

の
祝
賀
会
を
挙
ぐ
る
に
あ
た
っ
て
、
先
生
の
偉
大
さ
先
生
の
本
質
を
申
す
者
に

は
、
同
門
の
先
輩
中
そ
の
人
に
乏
し
く
は
な
い
。
門
末
の
私
が
先
生
に
つ
い
て

敢


て
論
讚
に
わ
た
る
言
を
な
す
の
は
、
お
の
ず
か
ら
僭
越






の
誚





を
免
れ
ず
、
不

遜
の
罪
を
免
れ
ぬ
で
あ
ろ
う
。
私
は
た
だ
少
年
時
に
お
け
る
私
の
心
持
を
想
起

し
、
そ
れ
を
記
し
て
、
謹
ん
で
先
生
を
祝
福
す
る
。
（
こ
の
文
章
は
大
正
十
年

二
月
長
崎
に
お
い
て
稿
を
起
し
、
十
一
月
一
日
熱
田
丸
船
上
に
て
書
お
わ
っ
た

も
の
で
あ
る
）
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